
アクアフォトミクス国際学会の設立と運営 

１．アクアフォトミクス国際学会を一般社団法人にする 
　　（日本にある一般社団法人によりマネジメント等を行う） 

　①法人にするメリット 
　　・任意団体の場合と異なり、対外的な信用度がアップします。 
　　・任意団体の場合には、団体名での契約や登記を行うことができず、代表者個人の　氏名で　　 
　　　行うことになるわけですが、一般社団法人の場合には法人名での契約や登記を行うことが 
　　　できるようになります。銀行口座も作れる。 
　　・任意団体の場合と異なり、法人化することによって責任の所在が明確になり行政からの事　　　 
　　　業委託や補助金等が受けやすくなります。 
　　・非営利かつ公益目的であることが明確になり、基金が集めやすくなります。 

　②一般社団法人の機関設計のパターンは、以下の通りなので、どれかを選択する。 
　　　　・社員総会＋理事 
　　　　・社員総会＋理事＋監事 
　　　　・社員総会＋理事＋監事＋会計監査人 
　　　　・社員総会＋理事＋理事会＋監事 
　　　　・社員総会＋理事＋理事会＋監事＋会計監査人  
　　 
　③設立方法 
       1) 人数と構成・・・理事会を設置するかしないかを決定する 
　　　a. 理事会を設置する場合 
　　　　最小の形 
　　　　　・・・社員4名以上（社員4名のうち、3名が理事（うち1名は代表理事）1名が監事） 
　　　（メリット）社員総会を開催することなく、理事会でさまざまな重要な意思決定ができる　　　　　　 
　　　　　　　　　（社員が増えてくると毎回社員を集合させるのは大変な場合もあるので） 
　　　　　　　　　イメージがよい 
　　　（デメリット）理事会を設置すると、理事３名以上、監事１名以上という状態をキープが　　　 
　　　　　　　　　　必要。 
　　　b. 理事会を設置しない場合 
　　　　　最小の形 
　　　　　　・・・社員2名以上（1名もしくは2名が理事となる） 
　　　　　　　（３名以上の理事がいても、必ずしも理事会を設置する必要があるわけでは　　　 
　　　　　　　　なく、理事がたくさんいても理事会を設置せずに運営している法人もある） 

　　　＊　日本に定住しており、印鑑証明（もしくはサイン証明）を取得できれば、外国人も設　　 
　　　　　立時の社員になれる。 
　　　 
　　２）社員の「個人印鑑証明」を用意する 
　　３）一般社団法人設立時定款を作る（資料　定款案） 
　　４）設立社員は捺印する 



　　５）管轄の公証人に認証してもらう（神戸公証センター　￥52,000） 
　　６）設立時登記書類を作成 
　　７）設立時登記書類に社員の捺印、法人代表印を捺印する 
　　８）登記書類を管轄法務局に提出する（￥60,000） 

２．国際的活動のしくみ　（資料　アクアフォトミクス国際学会（IAQS）の構成（案）） 
　①　世界中から会員を集める（資料　1月15日現在の会員リスト） 
　②　International Aquaphotomics Society Board（決定済み） 
　③　Research Groupによる活動（Chairperson） 
　　　（area） 
　　　・European Society Liaison ‒ Zoltan Kovacs  
　　　・Japanese Society Liaison ‒ Yuichi Ogawa 
　　　（research category） 
　　　・X-ray Aquaphotomics Development ‒ Craig Schwartz 
　　　・UV Aquaphotomics Development ‒ Akifumi Ikehata 
　　　・IR Aquaphotomics Development ‒ Boris Miazakoff   
　　　・THz Aquaphotomics Development ‒ Yuichi Ogawa  
　　　・Food Quality Aquaphotomics Applications ‒ Tiziana Cattaneo 
　　　・Biomedical Aquaphotomics Applications ‒ Jelena Muncan 
　　　・Material Science Aquaphotomics Applications ‒ Harumi Sato 
　　　・Water Quality Aquaphotomics Development ‒ Everine van de Kraats 
　　　・Aquaphotome Development ‒ Dusan Kojic 
　　　・Software Development ‒ Bernhard Pollner  
　　　・Chemometrics Development ‒ Xueguang Shao 

３．活動内容 
　①　研究会・シンポジウムの開催 
　②　HPによる情報公開・情報交換など 
　 


